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1　IMF［2015］，World Economic Outlook：Adjusting to Lower Commodity Prices, P172.










韓国貿易協会の統計によるミャンマーからの輸入は2011年約 3億ドル，2012年約 3億 5































は，2015年 6 月基準で， 7銀行が連絡事務所を開設している。食品フランチャイズのロッ












世界物産 製造業（衣類縫製） 合弁 1990 800 SGWICUS
大宇縫製 製造業（衣類縫製） 合弁 1991 2700 大宇インターナショナル
大宇木材 製造業（合板） 合弁 1992 800 大宇インターナショナル
大宇貿易 貿易業（一般商品） 支社 1995 50 大宇インターナショナル
暁星 貿易業（鉄鋼・化学製品） 支店 1995 7 暁星
UPI 製造業（プラスチック製品） 合弁 1995 80
Jewoo 製造業（衣類縫製） 独資 1996 1300 Stylus
POSCO 製造業（亜鉛メッキ鋼板） 合弁 1997 124 POSCO
Haewae 製造業（衣類縫製） 独資 1998 750 Haewae
Mercury Rays 製造業（PVCホース） 独資 1999 130
太平洋物産 製造業（衣類縫製） 独資 1999 840 太平洋物産
Golden Midas 建設業 独資 2000 79
Esquire 製造業（履物） 独資 2000 500 Esquire
Myanstar 製造業（衣類縫製） 独資 2001 3200 Myanstar
大宇 E&P 資源開発 支店 2002 50 大宇インターナショナル
The One Rattan 製造業（藤家具） 独資 2002 110 The One
SSTS 製造業（衣類縫製） 独資 2011 6160 新星通商
E-Land 製造業（衣類縫製） 独資 2011 3000 E-Land
Myanmar 
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入社後 1 - 3 年であり，現地では一般的に会社への忠誠度や帰属意識も低い中，離職率も













































































⑤選抜要件： 1．問題解決力， 2．実行力， 3．社内での過去の実績等を重視している。
⑥コア人材の最終決定者と決定時期：現地会社の社長・役員が決定しており，決定時期は

























































































出資形態は 5社全てが単独出資であり，主な進出目的は 5社の内 4社が安価な労働力と
第三国への輸出（ 1社は人材派遣）を最も重要な進出の要因として挙げている。
現地法人の権限については， 5社全てにおいて経営拠点が現地になっており，ほとんど
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